カナンの征服
1年目/8月/第1週目

「聖書物語シリーズ」
・テーマ　カナンの征服

・聖書箇所　ヨシュア 10：9－：14

・暗唱聖句「見よ、わたしは世の終りまで、いつもあなたがたと共にいるのである」

マタイ28:20（後半）

10:9 それで、ヨシュアは夜通しギルガルから上って行って、突然彼らを襲った。

10:10 主が彼らをイスラエルの前でかき乱したので、イスラエルはギブオンで彼らを激しく打ち殺し、ベテ・ホロンの上り坂を通って彼らを追い、アゼカとマケダまで行って彼らを打った。

10:11 彼らがイスラエルの前から逃げて、ベテ・ホロンの下り坂にいたとき、主は天から彼らの上に大きな石を降らし、アゼカに至るまでそうしたので、彼らは死んだ。イスラエル人が剣で殺した者よりも、雹の石で死んだ者のほうが多かった。

10:12 主がエモリ人をイスラエル人の前に渡したその日、ヨシュアは主に語り、イスラエルの見ている前で言った。「日よ。ギブオンの上で動くな。月よ。アヤロンの谷で。」

10:13 民がその敵に復讐するまで、日は動かず、月はとどまった。これは、ヤシャルの書にしるされているではないか。こうして、日は天のまなかにとどまって、まる一日ほど出て来ることを急がなかった。

10:14 主が人の声を聞き入れたこのような日は、先にもあとにもなかった。主がイスラエルのために戦ったからである。
導入 　ヨルダン川を渡り、エリコの町を不思議な方法で攻め取ったイスラエルは、それから何度も戦いを続けていきます。カナン征服の戦いです。イスラエルはどのようにして、約束の乳と密の流れるカナンの地を勝ち取っていったのか。それは、私たちが神様の約束を実際に体験していくまでのプロセスと同様です。
本論
１、イスラエルは約束の地で、戦いを続けなければなりませんでした。
ヨシュアは、イスラエルの民が約束の地に住むために、安息を得るために、カナンの地を
征服する戦いを続けました。エリコの町を征服しただけでは、約束の地をすべて得たわけではありませんでした。なんと全部で31人の王と戦わなければなりませんでした（ヨシュア12:7-24）。

そのすべての戦いに勝利して、領土を一つずつ勝ち取っていき、約束の地全体から、神様を信じない王を一掃しなければならなかったのです。
２、神様がイスラエルのために戦いました。
 　 神様の奇跡でヨルダン川を渡り、神様がエリコの城壁を崩して大勝利した後も戦いは続くのですが、神様がヨシュアをリーダーとして、イスラエルを勝利へと導きました。

しかし、エリコの戦い後、すべてうまくいったわけではありません。イスラエルは何度か失敗をしてしまいます。
アイというエリコよりも小さく、簡単に勝てると思った町では、予想に反して負けてしまいました。原因は、神様の命令どおりに行わなかった罪のためでした（ヨシュア7章）

それに気が付いて、悔い改めたイスラエルは、もう一度、神様の命じたとおりに行う決心をします。その結果、二度目の戦いではアイの町に勝利することができました。
（ヨシュア8章）
また、ほかにも失敗をしました。

ギブオンの人々の嘘に簡単に騙されてしまったのです。なぜ騙されたかというと、いい話が来たときに、どうすべきかを神様に聞かずに、自分の判断で行動してしまったからです。その結果、イスラエルは、自分の民でないギブオンの人々を救うために、一度に5人の王と戦わなくてはならない大ピンチを招きます。しかし、イスラエルは、その体験を通していつも神様に相談することの大事さを学びます。失敗をしながらイスラエルは、神様に従うこと、聞くことを学んでいきます。そして、神様はイスラエルがそのような失敗をするイスラエルに対して、約束どおりに、イスラエルと共に居続け、イスラエルのために戦われたのです。（ヨシュア9章）
私たちは、失敗したり、罪を犯してしまったりすることがあります。
失敗をしない人、罪を犯さない人はいません。でも神様の約束は変わりません。神様はそのような私たちに対しても共にいてくださるのです。

３、主がイスラエルのために、一日を長くされた（ヨシュア10章） 
イスラエルが神様にちゃんと相談しなかったことが原因で、5人の王と戦わなければならなくなってしまったのですが、神様はその時も、イスラエルを助け、イスラエルの為に戦われました。

まず、神様は敵を混乱させ、逃げる敵の上に大きな石のような雹を降らせて滅ぼしました。イスラエルが倒した敵の数よりも、神が降らせた雹で倒された敵の数の方が多かったのです。（ヨシュア10：10－11）
しかし、完全に勝利するためには、もっと時間が必要でした。そこで、神様は、ヨシュアのお願いを聞いて、日を一日分長くして、イスラエルが敵を完全に滅ぼすことができるように時間を稼いでくださったのです。神様は、イスラエルの為に、自然の力を使い、さらに自然の法則も変えて、イスラエルが約束の地を自分のものにできるようにしてくださったのです。（ヨシュア10：12-14）
イスラエルが勝利できた理由は、イスラエルの強さではありませんでした。イスラエルと共におられる神様が勝利をもたらされたのです。（10:14）
そして、神様が戦われるとき、人間が想像しないような事が起こります。人間の常識を超えた助けが起こるのです。神様は自然法則を、常識を支配されている方だからです。

結論  神様の約束を得るために、何度も戦い続けなければならない時があります。

それはいつでも神様に聞き従うこと、神様のおっしゃることを忠実に行うことを私たちが身に着けるためにとても大事な経験です。祈りが一度に聞かれるときもあります。でも何度もチャレンジしなければならない時もあります。

その中で、失敗をしたり、罪を犯したりすることがあるかもしれません。でも神様は私たちを見捨てません。私たちが本当の安息を得るようになるように、神様は私たちと共にいて、私たちのために、問題と戦って、勝利をくださるのです。

設問例
（１）約束の地カナンに住むためには、エリコの町を滅ぼすだけで十分だったでしょうか？ 

（２）約束の地カナンに住むためには、何人くらいの王と戦わなければならなかったでしょうか。  

（３）イスラエルが31人もの王に勝つことができたのはどうしてでしょう。
１ばん イスラエル人がとても強かったから。 

２ばん 他の王が弱かったから。
３ばん 神様がイスラエルのために戦われたから。
（４）イスラエルは、いつも正しく歩むことができたでしょうか。
また失敗をしたときに、神様はイスラエルを見捨てられてしまわれたでしょうか。
（５）神様が戦われるとき、どんなことが起こりますか。
　　
（６）神様は、いまも私たちの為に戦わると思いますか。

　また、あなたの問題に対して神様にどんなことを期待することができるでしょうか。
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